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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

昔
、
労
働
者

や
学
生
た

ち
が
喫
茶
店
に
集

ま
り
、
叙
情
歌
や

唱
歌
、
ロ
シ
ア
民

謡
、
労
働
歌
を
歌

っ
た
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
み
ん
な

で
歌
う
と
い
う
そ

の
ス
タ
イ
ル
は
な

ぜ
か
心
が
休
ま

り
、
独
特
の
楽
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

今
、
全
国
で
再
び
そ
の
楽
し

さ
を
求
め
て
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
中
心
に

人
々
が
集
ま
り
合
唱
す
る
会
が
、

歌
声
喫
茶
と
い
う
名
称
の
ま
ま

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
昔
な
が
ら
の
喫
茶
店
で
あ

っ
た
り
、
公
民
館
で
あ
っ
た
り
、

古
い
酒
蔵
で
あ
っ
た
り
と
、
ス

タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

総
社
市
内
で
も
昨
年
７
月
、

総
社
分
館
で
第
１
回
目
の
歌
声

喫
茶
を
「
音
楽
の
溢
れ
る
街
玉

島
実
行
委
員
会
出
前
喫
茶
」
の

協
力
の
基
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
３
月
１６
日
、
総

社
分
館
で
２
回
目
を
開
催
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
１
０
０
人
を

超
す
参
加
者

が
あ
り
大
盛

況
で
し
た
。

３
月
に
Ｃ

Ｄ
化
さ
れ
た

「
総
社
市
民
憲

章
」
ほ
か
、

総
社
市
民
愛

唱
歌
２
曲
を

作
曲
者
の
金

池
兼
広
さ
ん

（
新
本
小
教
諭
）の
ご
指
導
に
よ

り
合
唱
し
ま
し
た
。
３
曲
と
も

た
い
へ
ん
覚
え
や
す
く
歌
い
や

す
い
曲
で
、
こ
の
と
き
が
市
民

に
初
お
披
露
目
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
歌
声
喫
茶
は
、
大
き
な

声
で
皆
で
歌
う
ス
タ
イ
ル
で
す

が
、
思
っ
た
以
上
に
さ
わ
や
か

で
晴
れ
晴
れ
し
く
や
さ
し
い
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

（
総
社
分
館
運
営
委
員

藤
井
徳
成
さ
ん
・
中
央
二
丁
目
）

●

す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な

っ
た
日
美
分
館
ま
つ

り
。
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
会
場
の
昭
和
親
子
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
は
、
子
ど
も

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
に
ぎ
や
か
な
ま
つ
り
に
な

り
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
子
ど
も
た
ち

の
歌
や
踊
り
、
一
輪
車
シ
ョ

ー
で
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
綿
菓
子
や
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
、
焼
き
そ
ば
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
遊
び
、
大

人
も
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
昭
和
親
子
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
に
今
年
２
月
、
地
元

の
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ

た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
子
ど

も
た
ち
が
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
。
み
ん
な
が
地
域
や
子

ど
も
を
大
切
に
し
て
い
る
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
切
山
直
吉
さ
ん
・
美
袋
）

市民憲章の歌が披露された歌声喫茶

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

ええとこ囃
ばや

しに合わせて踊る子どもたち

総社市スポーツ振興表
彰総社市スポーツ振興表
彰

［藤岡郁海賞
］

［藤岡郁海賞
］ １団体３個人を表彰

光畑 綾香さん（長良）

ライフル射撃

日本を代表するライフル射撃者とし
て、将来の活躍が期待されている選手
です。昨年度は、ＪＯＣジュニアオリ
ンピックカップ（埼玉）と、第６２回国
民体育大会（秋田わか杉国体）少年女子
ビームライフル立射（予選４０発、決勝
１０発）で優勝しています。

まだまだ成績が伸びるよう、がんばり
ます。今後は、エアライフルの射撃技術
に磨きをかけたいと思っています。

総社市卓球協会
卓球

昭和５５年に設立。平成１７
年のおかやま国体では一丸と
なって会場設営や大会運営な
どを積極的に行い、大会を成
功に導かれました。また、卓
球の普及促進や競技力の向上
に尽力されています。

役員もレベルアップし、一丸となって、
卓球の普及と競技力の向上のために力を
注いでいきたいと思います。

水松 彩華さん（井手）

ソフトテニス

全日本Ｕ－２１のメンバーで、ソフ
トテニス選手として活躍が期待されて
いる選手です。昨年度は、ＪＯＣジュ
ニアオリンピックカップ（広島）個人の
部で優勝。第６２回国民体育大会（秋田
わか杉国体）では団体の部で入賞して
います。

大学に進学し、ソフトテニスを続けま
す。基本からもう一度練習して、インカ
レでの優勝を目指してがんばります。

清水 聡さん（種井）

ボクシング

日本を代表するボクシング選手とし
て、将来の活躍が期待されている選手
です。第６２回国民体育大会（秋田わか
杉国体）ボクシング青年フェザー級で
優勝。バンコクで開催された北京五輪
アジア予選で準優勝し、北京五輪への
出場権を獲得しています。

これを機に、ボクシングがメジャーに
なり、ボクシングをする人が増えてくれ
れば、うれしいです。

スポーツ部門で顕著な成績を収めたり、普及促進に
功績があった人（団体）を表彰する総社市スポーツ振興
表彰（藤岡郁海賞）。この賞は昨年度創設され、その最
初の表彰式が３月１８日、市保健センターで行われま
した。
式には、この賞の創設のために寄付をされた藤岡但

さん（駅前一丁目）やスポーツ関係者ら約２０人が出席。
総社市卓球協会、ライフル射撃の光畑綾香さん（長良）、
ソフトテニスの水松彩華さん（井手）、ボクシングの清
水聡さん（種井）の１団体３個人に表彰状と激励金が贈
られました。受賞者には、出席者からお祝いや励まし
の言葉が多く掛けられていました。

藤岡郁海賞の受賞者にお祝い
の言葉を述べる藤岡但さん

受賞者




